
Members 

Urban Data Challenge Tokyo 2013 

Activity  

H25.4-6月 H25.7-9月 H25.10-12月 H26.1-3月 

イベント 

社会インフラデータの公開・流通促進に向けた取り組み 

活動目的 

産官学の関係機関が連携して、社会インフラに関わる情報の収集・配信・利活用等の流通環境の整備し、
自治体・民間のコスト負担削減・サービス高度化・スピード感のアップを実現。 

アーバンデータチャレンジ東京2013 

定常的な活動に加え、年間通じての連続的なイベントで交流
の活性化を図っています！ 
国、地方自治体、民間企業、個人等、様々な方々の参加をお
待ちしています。データの流通・利活用に関するお悩みがあ
れば是非、参加ください。 
イベント情報はHPやFacebookに掲載しています。 

協議会の構成員 

アーバンデータチャレンジ東京2013 スケジュール予定 

【キックオフ】 
アーバンデータ 

チャレンジ東京2013 

(6/10) 

【ツール・ベストプラクティス】 
(8/2) 

【提供開始・ エディットソン】 
(10/4) 

・趣旨説明 

・自治体からお悩み提供 

・世の中にあるデータ説明 

・先進事例、ツール紹介 

・お悩みリスト公表 

・データ収集状況、意見交換 

・応募の流れ説明 

・集めたデータの説明 

・エディットソン 

【実装エントリー締切】 
(12月中旬) 

【応募最終締切】 
(2月中旬) 

【表彰式】 
(3月上旬) 

【各種イベント】 
・GIS学会（10/26-27） 
・G空間エキスポ（11/14-16） 等々 

http://aigid.jp/GIS/udct/2013/index.html 

https://www.facebook.com/UDCT2013 

HP 

facebookページ 

達成効果 既存サービスの高度化 新たなサービスの創出 
圧倒的なコスト縮減 

（データ収集・整備費の縮減等） 

活用 
 ＩＣＴ(情報技術) 分析技術 
（例）巨大データの蓄積・異常事象の検出・・・ 

可視化技術 
（例）アニメーション、WebGIS、ＡＲ・・・ 

データ活用に 
係る技術 

・・・ 

人の流動 
道路開通等変化

情報 ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ柱状図 

災害復興計画基図 
公共施設（道路・河川）

施設情報 森林・農地情報 
公共施設管理 

情報 

・・・ 

航空写真 

デ
ー
タ
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供
・
利
用
に
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る
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用
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ー
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Ｇ空間情報 

データ流通に 
係る技術 

  情報収集技術 
（例）空間情報を効率的に収集・リンク 
するためのクローリング技術・・・ 

 メタデータの付与技術 

  （例）RDF、LOD・・・ 

データ提供 
 

データ保有者 

都道府県 

市町村 情報管理課 森林環境課 都市計画課 農政課 道路管理課 

・・・ 

・・・ 

問題点：自治体はなかなか
データをオープンにしない。 
そもそも電子化率が低い 

問題点：データ提供時の 
二次利用の条件が曖昧 

問題点：メタデータだけ 
でも迅速に共有すべき 

▼自治体、省庁、公的団体 
 

  和田 陽一 （東京都北区まちづくり部） 
  三好 洋久 （千葉県流山市総合政策部行政改革推進課） 
  関口 昌幸 （神奈川県横浜市政策局政策課） 
  中井 康裕 （経済産業省商務情報政策局情報政策課情報 
        プロジェクト室） 
  伊藤 夏生 （国土交通省国土政策局国土情報課） 
  飯田 哲  （一般社団法人 OpenStreetMap Foundation Japan） 
  東 修作  （Open Knowledge Foundation Japan） 
  川島 佳子 （新世代M２Mコンソーシアム） 
  八子 知礼 （新世代M２Mコンソーシアム） 
○ 小林 亘  （一般財団法人 日本建設情報総合センター） 
  郡司 哲也 （一般財団法人 日本情報経済社会推進協会） 
  坂下 哲也 （一般財団法人 日本情報経済社会推進協会） 

▼大学・有識者 
 

  浅野 耕一 （秋田県立大学システム科学技術学部 准教授） 
  神武 直彦 （慶應義塾大学システムデザイン・マネジメント研究科 准教授） 
○ 西沢 明  （東京大学空間情報科学研究センター 特任教授） 
○ 樫山 武浩 （東京大学空間情報科学研究センター 特任助教） 
  長谷川瑶子 （東京大学工学部社会基盤学科四年生） 
  長井 宏平 （東京大学生産技術研究所 准教授） 
  仙石 裕明 （東京大学大学院新領域創成科学研究科博士課程） 
  河口 信夫 （名古屋大学大学院工学研究科 教授） 
  瀬戸 寿一 （立命館大学大学院文学研究科 シニアリサーチャー） 
  岡田 愛 

▼民間企業 
 

  大伴 真吾 （朝日航洋 株式会社） 
  嘉山 陽一 （朝日航洋 株式会社） 
  伊藤 誠敏 （株式会社 インターネットイニシアティブ） 
  濱里 学  （株式会社 インターネットイニシアティブ） 
  高橋 陽一 （株式会社 インディゴ） 
  青島 竜也 （ＮＴＴ空間情報 株式会社） 
○ 山口 章平 （株式会社 建設技術研究所） 
○ 藤津 克彦 （株式会社 建設技術研究所） 
  川島 宏一 （株式会社 公共イノベーション） 
  政木 英一 （国際航業 株式会社） 
  石井 邦宙 （国際航業 株式会社） 
  山本 尉太 （国際航業 株式会社） 
  関 治之  （合同会社 GeoRepublicJapan） 
○ 増田 祐介 （株式会社 長大） 
◎ 伊藤 顕子 （日本工営 株式会社） 
  片柳 貴文 （日本工営 株式会社） 

■アーバンデータチャレンジ東京2013 実行委員・オブザーバ 

実行委員長  関本 義秀 （東京大学生産技術研究所 准教授） 
▼オブザーバ 
 

 増田 卓真 （東京都建設局） 

※○：幹事  ◎：幹事長 

▼寄付研究部門会員(11) 

 

朝日航洋株式会社 

インクリメント・ピー株式会社 

株式会社建設技術研究所 

国際航業株式会社 

株式会社ゼンリン 

財団法人日本建設情報総合センター 

日本工営株式会社 

財団法人日本デジタル道路地図協会 

株式会社パスコ 

株式会社日立製作所 

東京大学 

▼幹事会員(4) 

 

アジア航測株式会社 

NTT空間情報株式会社 

株式会社長大 

富士通株式会社 

▼一般会員(17) 
 

アオイ工業株式会社 

アクリーグ株式会社 

株式会社アド・キーメディア企画 

株式会社インターネットイニシアティブ 

株式会社インフォマティクス 

株式会社ウェザーコック 

沖電グローバルシステムズ株式会社 

オートデスク株式会社 

株式会社価値総合研究所 

次世代宇宙システム技術研究組合 

gコンテンツ流通推進協議会 

株式会社昭文社 

玉野総合コンサルタント株式会社 

日本加除出版株式会社 

株式会社日野 

株式会社三菱総合研究所 

ヤフー株式会社 

▼賛助会員(47) 
 

特定非営利活動法人ITS Japan 

NPO法人位置情報サービス研究機構 

財団法人OSGeo財団日本支部 

一般社団法人オープンCADフォーマット評議会 

一般社団法人OpenStreetMap Foundation Japan 

経済産業省商務情報政策局情報政策課 

経済産業省商務情報政策局情報プロジェクト室 

国土交通省国土技術政策総合研究所高度情報化研究センター 

国土交通省国土交通政策研究所 

国土交通省国土政策局国土情報課 

国土交通省国土地理院企画部 

国土交通省総合政策局情報政策課 

国土交通省大臣官房技術調査課 

国土交通省道路局道路交通管理課ITS推進室 

独立行政法人産業技術総合研究所イノベーション推進本部 

滋賀県土木交通部監理課 

新世代M2Mコンソーシアム 

 

社団法人全国地質調査業協会連合会 

東京都北区まちづくり部 

財団法人道路管理センター 

豊中市情報政策室 

一般財団法人日本情報経済社会推進協会 

財団法人日本測量調査技術協会 

社団法人日本測量協会 

一般財団法人ニューメディア開発協会 

一般社団法人日本森林技術協会 

岩手県立大学ソフトウェア情報学部 

大阪大学大学院工学研究科 

小樽商科大学社会情報学科 

九州大学工学研究院建設デザイン部門 

九州大学理学研究院 

京都大学防災研究所 

慶應義塾大学システムデザイン・マネジメント研究科 

国際大学グローバル・コミュニケーション・センター 

 

自由学園最高学部 

星稜女子短期大学経営実務科 

中部大学中部高等学術研究所国際GISセンター 

東京大学空間情報科学研究センター 

東京大学大学院医学系研究科  

名古屋工業大学大学院社会工学専攻 

名古屋大学大学院工学研究科 

名古屋大学グリーンモビリティ連携研究センター 

 法政大学デザイン工学部 

宮城大学事業構想学部デザイン情報学科 

立正大学地球環境科学部 

立命館大学大学院文学研究科 

株式会社 日本政策投資銀行 

※ 

※アーバンデータチャレンジ東京2013キックオフイベント 
 

1.日時 平成25年6月10日（月） 13:30～18:00  

2.場所 東京大学駒場第Ⅱキャンパス 

     （生産技術研究所内）An棟2階コンベンションホール 

3.主催 東大CSIS 次世代社会基盤情報寄付研究部門 

     社会基盤情報流通推進協議会 

4.次第 

 挨拶（東大CSIS教授 柴崎亮介） 
 UDCT2013開催趣旨 （東大生研准教授 関本義秀） 
 Ⅰ：地方公共団体からの話題提供 （司会・コメンテータ：東大CSIS特任教授 西沢明） 
 Ⅱ：参加者によるグループディスカッション （司会：日本工営㈱ 伊藤顕子） 
5.お申込みフォームURL：http://i.csis.u-tokyo.ac.jp/news/20130610/entry.html 
 

協議会では行政等から収集した 
40種類40万以上のデータを提供中 


